
 明けましておめでとうございます。 

 謹んで新年のお祝いを申しあげます。 

 

 今年も拙宅から綺麗な初日の出を見ることができました（下段の写真をご覧ください）。

皆様よいお正月を迎えられたこととお喜び申しあげます。 

  

さて、新年早々に最近の我が身を振り返って、一つ反省したことがあります。それは、私

自身がいつも念頭においている「視点を変えて考える」という思いが歳を取るとともに惰性

に流れつい忘れてしまい、往々にして大して考えもせず日々を過ごしているという現実で

す。やはりこれではまずいので、「視点を変えて考える力」を養うために日々の生活の中で、

より感受性を高めて、いろいろな「気付き」にもっと感動を覚えるようにしないといけない

と思った次第です。そのためには、「面白い」と感じ、その面白さに「感動する」シーンを

より積極的に創造することにしようと思い立ったところです。 

 

そこで新年早々、過去の新聞やネット記事を読み返したところ、まさに「面白い」と感じ

た２つのことをご紹介します。 

 

 一つ目は、「蚊を毎週１億９０００万匹生産する『蚊の工場』がブラジルに建設された」

というものです。蚊はそもそも日本脳炎、マラリア等々様々な病原菌を運ぶとんでもない生

物といえますが、その蚊を大量に生産するとはどういうことかと不思議に思いました。その

工場で作られている蚊はネッタイシマカ（Aedes aegypti：ｱｴﾃﾞｽ ｱｴｷﾞﾌﾟﾃｨ）という種ですが、

この蚊にヴォルバキア（Wolbachia）という天然の細菌を人為的に感染させ、その細菌によ

って蚊の体内でデングウイルスを増殖できなくさせるということです。この特別な蚊が野

生の蚊と交配することでヴォルバキアが代々子孫に受け継がれ、蚊全体が徐々にデングウ

イルスを人間に感染させにくくするという仕組みだそうです。なぜ、ブラジルがこのような

ことに踏み切ったかといいますと、2024 年にブラジルは史上最悪のデング熱流行を経験し、

世界全体の８割以上を占めたために、政府が大規模な「蚊の生産」に取り組んでいるようで

す。 

 びっくりする発想ではありませんか。早期に治療をしなければ死に至る場合もあるデン

グ熱の感染対策において、デングウイルスを持った蚊自体を殺すというのではなく、原因と

なるデングウイルスが増殖できないように蚊自体の体質を時間をかけて変えるという発想

は私には到底思い浮かびません。ただちょっと心配なのは、現実的な面でそれらの蚊が突然

変異でもして、更なる危険な状態を招く可能性を排除することができないのではないかと

いうことです。まあ、とにかくブラジルのデング熱患者が早急に激減することを願うばかり

です。 

  



 そして、二つ目は数式です。数式というと頭から拒否される方も多くいらっしゃいますが、

数式の意味ではなく、その考え方を直感していただければと思います。 

 

    １＋２＋３＋４＋５＋６＋・・・・＝ −１/12  

 

 どうです。なんか変ではありませんか。左辺の整数の足し算は単縦に考えれば無限大に広

がるに決まっているのですが、それが−１/12 になるというのです。正の整数の足し算がな

ぜマイナスになるのか本当にびっくりです。この式の解釈には様々な方法がありますが、特

に話題としてあげられるものに、1887 年 12 月に南インドで生まれたシュリニヴァーサ・

ラマヌジャン（Srinivasa Aiyengar Ramanujan）が発見したラマヌジャン総和法があります。

先ほどの式の左辺は、本来無限に広がってしまうのですが、これを有限の数値に割り当てよ

うとするものです。厳密さはさておき、彼はこれを直感で次のように解いてしまうのです。 

   C ＝１＋２＋３＋４＋５＋６＋・・・・          

−）４C  ＝  ４＋  ８＋  12＋・・・・  C を４倍して C から引きます 

  −３C  ＝１ −２＋３ −４＋５ −６＋・・・・  この右辺は 1/(1+x)2 に X=1 を代入した 

数値になることは既に知られています 

−３C  ＝１/(1+1)２＝1/4 

   ∴ C  ＝−１/12  

このラマヌジャン、３２歳の若さで夭逝してしまうのですが、彼の凄さは半端ではありま

せん。ちょっとだけ触れますと、満足な学校教育などは受けず、まさに独学で独自の直感的

な方法で様々な数学的な公式を発見してきたのです。日本の著名な数学者の藤原正彦氏が

「ラマヌジャンは我々の百倍も頭がいいという天才ではない。なぜそんな公式を思い付い

たのか見当がつかないという天才なのだ」とか「アインシュタインの特殊相対性理論は、ア

インシュタインがいなくても２年以内には誰かが発見しただろうといわれるが、ラマヌジ

ャンの公式群に限ると、その大半において必然性が見えない・・・ということはとりもなお

さず、ラマヌジャンがいなかったら、それらは百年近く経った今日でも発見されないという

ことである」と著述しているそうです。 

 ラマヌジャンの話はさておいて、この C＝−１/12 という式が、よくは分かりませんが、

なんと物理学の量子論や弦理論等の分野でも応用されているということです。正の整数の

和が、意図的に−１/１２に総和され、それが数学だけでなく物理学にもつながっているとい

う面白さには２度目のびっくりです。 

「何事も、発想を豊かに、柔軟に・・・」ですね。 

 

 それでは、引き続き倍旧のご厚情を賜りたく、お願い申し上げます。 

今年一年の皆様のご多幸を心よりお祈り申しあげます。 

 



令和８年元旦 

                              株式会社サイモンズ 

                              代表取締役社長 

                              斉川 満 

 

 

（拙宅から見えた 2026 年元旦の初日の出） 


